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　23年度の「内子町環境子ども会議」（内子町教育委
員会・内子町主催）は２月13日、内子町共生館で開か
れました。はじめに五十崎小学校、田渡小学校、五十
崎中学校の代表が、エコ新聞の発行やひまわり油の搾
油、えひめＡＩ－１を使った水質浄化実験など、一年
間の取り組み事例を発表。その後、子どもたちは９つ
のグループに別れ、廃食油石けんやエコバッグ作り、
ペレットグリル体験などの体験学習を行いました。

活動を通して身近な環境を考えよう
内子町環境子ども会議

廃食油を使ったキャンドル作り体験

　町内のさまざまな観光資源を集め、宿泊客などの
ニーズに応じた情報提供に役立てようと、うちこグ
リーンツーリズム協会（藤渕利

とし

通
みち

会長）は２月９日、
「第１回コーディネーター養成講座」を開きました。
　午前中は龍王公園周辺を散策しながら新たな観光資
源を発掘。午後は由布院観光総合事務所・前事務局長
の米田誠

せい

司
じ

さんが講演を行い、「地域の魅力を上手に
発信して」とアドバイスしました。

観光資源を組み合わせて魅力を発信
コーディネーター養成講座

五十崎地区移住した早川浩
こう

平
へい

さんのガラス工房も見学

　開講から５年の節目を迎えた「気軽に文化講座in内子」
（愛媛大学法文学部人文学科、内子町教育委員会他主催）
のシンポジウムが２月４日、内子座で開かれました。
　第２部では、内子ワイナリー・藤渕利

とし

通
みち

代表理事、チー
ズ工房「醍醐」・國分茂

しげ

樹
き

代表らが登壇し、新たな食文化
を生かしたまちづくりについて意見を交わしました。

内子町の観光まちづくりを考えよう
「気軽に文化講座ｉｎ内子」シンポジウム

世界の例を参考に、新たな食文化をどうまちづくりに生かすか考察

▲

県の森林環境税を活用して開催。地元などから約30人が集まった

▲

　地元に伝わる炭焼き技術の継承を通して自然との共生
を目指す「石畳炭焼き学校」（大木一

はじめ

校長）は２月５日、鶴
見武

たけ

道
みち

愛媛大学農学部教授を迎えて講演会を開きました。
鶴見教授は、国内で茶道炭の生産が不足している現状に触
れ、「大洲・喜多地区は原料となるクヌギの宝庫。クヌギ
林の育成が里山保全にもつながる」と意義を語りました。

地域資源の「クヌギ」を生かす
クヌギ山ごしらえ２０１２

大豆とにがりを使って家庭でも簡単にできる豆腐作りの方法を伝授

▲

　大洲喜多地区生活研究会は１月18日、参川小学校（津
國巳

み

代
よ

子
こ

校長、児童31人）で「えひめ食文化普及講座」
を開きました。同講座は、食文化の継承がねらい。児童
は内子町生活研究連絡会（大程幸

ゆき

子
こ

会長）の皆さんに教
わりながら豆腐作りを体験し、「初めてだったけど、おい
しく作れた。家でもやってみたい」と話していました。

参川小児童が豆腐作りを体験
えひめ食文化普及講座

不審者から園児を守るために
五城保育園で防犯訓練

実技を交えながら、棒の先が二股に分かれた「刺股」の使い方を学ぶ

▲

　五城保育園（高倉靖
やす

子
こ

園長、園児45人）は１月16日、
大洲警察署の協力を得て、防犯訓練を行いました。園内
に突然不審者が現れた場合を想定し、園児の避難誘導や
刺
さす

股
また

を使った実技訓練を実施。高倉園長は「子どもの命
を守るために、とっさの出来事にも冷静に対応できるよ
う、このような訓練を積み重ねたい」と話していました。

㊤被爆の有無を調べるスクリーニング検
査　㊦一人一人に問診し体調などを確認

　愛媛県は２月16日、伊方原子力発電所で事故が発
生した場合に備えて、発電所から30㌔圏内の住民など
を対象とした初の広域避難訓練を行いました。
　内子町内では、保健所や町の職員、医師、看護師な
どからなる作業チームが、避難者の受け入れ訓練を実
施。大洲市と西予市からバスで避難してきた約 100 人
に対し、被爆の有無を確認するスクリーニング検査や
除染作業、問診などを行いました。また各地で放射線
量や大気中のヨウ素濃度を測定し、情報を集約して放
射能の影響を予測する訓練なども行い、情報の伝達や
連携体制、作業手順などを確認しました。
　訓練を終えて稲本隆

たか

壽
とし

内子町長は、「原発から 30㌔
圏を対象とした初めての訓練。避難者の人数も大規模
になり、受け入れ施設や体制などの面で課題があり、
今後さらに広域的に考えていく必要があると思う」と
語りました。

万一の原発避難受け入れに備えて
愛媛県原子力防災広域避難訓練


